
「3-1　高校生向け　読み物①」から６冊を紹介します。

9

『まほろばの国で』
（幻冬舎文庫）

さだまさし／著
幻冬舎

長崎市出身のシンガーソングライター
で小説家でもあるさだまさしのエッセ
イ集です。自らを長崎っ子と称するさ
だまさしが、小説「精霊流し」を長崎
で書き上げたこと、被爆地長崎の想
い、長崎市立西北小学校を30数年ぶ
りに訪ねたことなど、長崎の話も織り
交ぜながら書いています。

25

『最後の息子』
（文春文庫）

吉田修一／著
文藝春秋

著者の吉田修一は長崎市出身の作家
で、この「最後の息子」で文學会新人
賞を受賞し小説家デビューしていま
す。この本には、長崎の高校水泳部員
たちを描いた「Water」、「破片」も
収録されています。

32

『村上龍
はじめての文学』

村上龍／著
文藝春秋

村上龍は、佐世保市出身の小説家であ
り、映画監督、脚本家です。「はじめ
ての文学」は、はじめて現代の日本文
学にふれる若い読者のための全１２巻
のシリーズです。「村上龍　はじめて
の文学」はその一つで,この１冊には９
つの作品が収められています。

34

『沈黙』
〔改版〕（新潮文庫）

遠藤周作／著
新潮社

「沈黙」は遠藤周作の代表作であり、
２０１６年に公開された米国の映画
「沈黙-サイレンス」の原作です。長
崎市外海町をモデルに創作されまし
た。キリシタン禁制の厳しい日本に潜
入したポルトガル司祭ロドリゴが長崎
において何を目にし、何を感じたの
か。ロドリゴはどうして棄教したの
か。神は沈黙していたのか。

35

『島原大変』
　新装版（文春文庫）

白石一郎／著
文藝春秋

著者白石一郎は、戦後を佐世保市で過
ごし、佐世保北高を卒業しています。
島原大変とは、1792年に島原で火山
性地震と山の崩壊が起き、肥前島原藩
が一夜にして埋め尽くされたことをい
います。「島原大変」はその災害の様
子とその時の藩主や、医師、町民の姿
を描き出した短編です。他に、「ひと
うま譚」「凡将譚」「海賊たちの城」
が収めらています。

40

『遙かなるローマ
　少年使節の旅』
（パウロ文庫）

松永伍一／著
女子パウロ会

今から400年以上前、キリスト教を信
仰し修道士になるために南島原のセミ
ナリヨで学んでいた当時13歳から14
歳の少年は、使節団としてローマに旅
立ちました。彼らの長く苦しい旅、そ
して彼らが目にしたヨーロッパの様
子。彼らが出発してから帰国するまで
の８年間を描き出します。


